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R7庁舎では要求室等の設計与条件の違反による一発不合格を防止する
について、下記３点から解説します。
① R5図書館、R6大学では設計与条件違反が一発不合格
②設計与条件の違反防止は課題チェックが最適
③ ３回の課題チェックで設計与条件の違反を防止
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① R5図書館とR6大学では設計与条件違反が一発不合格について解説し
ます。

令和元年から法違反は、確実に一発不合格になっている状況から、資格
学校も当研究室も法違反への指導は多々しております。

令和5年からは、ランクⅣの一発不合格が40％以上となり、その最大の理
由は、昨年から厳しい審査となった要求室等の設計与条件ミスも一発不合
格になったことからと判断します。
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R5は、一発不合格と推定する内容に特記事項が追加となりました。

つまり、右表の特記事項の一ヶ所でも条件違反があれば、一発不合格とな

るということです。

非常に厳しい審査であり、その結果は、R5のランクⅣ42.6％という高い確

率に表れています。

R6には、48％と更に拡大しました。

従って、令和7年庁舎では、この設計与条件ミスをしないことが最重要です。
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設計与条件の違反防止は、課題チェックが最適です。

試験では、３回チェックすることで確実に課題読みの間違いを防止できる

ので、要求室等の設計与条件ミスも確実に防止できるようになります。

その方法を解説します。

1回目は、試験開始直後に赤ボールペンでチェックします。

2回目は、エスキス終了後に黄色マーカーでチェックします。

3回目は、作図終了後に赤色マーカーでチェックします。

このチェック法の最大の利点は、赤ボールペンの上から黄色マーカーをし
て、最終的には黄色マーカーの上から赤マーカーをすることにより、確実に
チェック漏れが防止できる点です。

受験者によっては、多くの色を使い分けてチェックをする方がいますが、あ
まりに色が多いと、チェックしたのかどうかが分からなくなり、結果的に
チェック漏れを起こす場合が高まります。
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1回目は、試験直後に行う赤ボールペンでのチェックです。

試験開始直後、つまり11時から11時15分までの15分間は赤ボールペンに

より、課題をチェックしながら1回で読みきります。

課題を2度読みする方もいるが、時間短縮の点と、2度読みするという安心

感から見落としが起こりやすいことから、課題は、赤ボールペンでアンダー

ラインをしながら、1回で読む癖をつけた方がよいです。
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2回目は、エスキス終了後に黄色マーカーでチェックします。

試験開始からエスキスが終了する2時間後、つまり11時から13時までの間

はエスキスですが、それが終了した段階で1/400のエスキス図と照らし合

わせながら課題文に黄色マーカーをしつつ、課題落ちが無いかを確実に2

回目としてチェックします。

エスキス段階での修正は、ほとんど時間がかかりません。

しかし、作図しながら間違いに気がついて直すのは、非常に時間を要しま

す。
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3回目は、作図終了後に赤色マーカで最終チェックをします。

作図終了後、一般には17時から試験終了の17時30分までの30分間で、赤

色マーカーにより3回目の最終チェックをします。

黄色マーカーの上から図面と照らし合わせて、確実に課題条件に落ちが

無いかを赤色マーカーで書いて確認します。

ここで、赤色になっていない部分は、課題落ちとなった箇所です。

この３回でのマーカー法の良い点は、最初の赤ボールペンによるアンダー

ライン、その次の黄色マーカー、最終の赤色マーカーと段階的に分かりや

すい色で確実に落ちが無いかをチェックできることです。

この３回チェック法をマスターすると確実に設計与条件ミスも防止できます。

何度も言いますが、要求室の設計与条件ミスはR7も確実に一発不合格に

なりますので、ここから学習をスタートして下さい。

以上で1級建築士の製図試験における令和7年庁舎、設計与条件の違反
防止策の解説を終了します。


